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交通案内
●市営地下鉄烏丸線「四条」駅／阪急京都線「烏丸」駅
　22番出口・24番出口より徒歩5分。
●市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
●ギャラリー・図書室・
　情報コーナー・チケット窓口 10:00－20:00
●カフェ（改装工事のため10月1日まで閉店）
●制作室、事務室 10:00－22:00

休館日　12月28日から1月4日
※設備点検のため臨時休館することがあります

〒604-8156 京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL ： 075-213-1000　FAX ： 075-213-1004
E-mail ： info@kac.or.jp

kyotoartcenter

公式ウェブサイト https://www.kac.or.jp

@Kyoto_artcenter @kyotoartcenter

指定管理者 ： 公益財団法人京都市芸術文化協会

（ロゴデザイン ： 松本久木）

Co-program2021 募集
　京都芸術センターは、ジャンルを問わない若い世
代の芸術家の制作活動の支援を理念の一つに掲げ
ています。多様な挑戦の機会として、京都芸術セン
ターの制作室を創作の場として利用できる「制作支
援事業」や、制作室の提供とロームシアター京都で
の発表がセットになった「KIPPU」、そして今回特集
するCo-program（コープログラム）などがあります。
　その中でも、2017年より始まったCo-program
はアーティストとの連携を強化している点が特徴
で、創作・発表の幅をさらに広げることに注力し、
意欲的な企画を毎年公募しています。募集は支援
内容や分野に応じ、４つの枠─公演を行うカテゴ

リーA「共同制作」、展覧会を行うカテゴリーB「共同
開催」、リサーチやワークショップを行うカテゴリーC
「共同実験」、そして、P3で紹介しているカテゴリー
D「KACセレクション」を設けています。
　カテゴリーA、B、Cではアーティストのアイデアを
形にするために、企画段階からディスカッションを重
ね、京都芸術センターは運営や実施に至るまで伴走
します。その協働の方法はアーティストや企画によっ
て様々で、稽古や試作の段階で意見交換を行った
り、制作過程で行き詰まったときの相談相手になる
など、その都度アレンジして取り組んでいます。
　発表に注力して取り組みたい方はカテゴリーA、

Bに応募し、実験的な取り組みを行いたい方や興
味のあるテーマをより深くリサーチしたい方は、カテ
ゴリーCに応募することで集中的に取り組めます。
そこでの成果を踏まえ、次年度以降にカテゴリーA、
Bに応募することもできます。カテゴリーDは、作品
のプランが明確で、かつ発表会場が京都芸術セン
ターでなければならないと考えられる企画を積極的
に採択しています。
　各カテゴリーの具体的な支援内容や応募方法に
ついては、ウェブサイトをご覧ください。皆様からの
意欲的で熱いプランをお待ちしています！
※2021年度募集要項は11月上旬公開予定

最新情報はウェブサイトでご確認ください。

カテゴリーB　TRA-TRAVEL『ポストLCC時代の　　』
Mark Salvatus 《Pressure with Pleasure》

カテゴリーB　TRA-TRAVEL『ポストLCC時代の　　』
Yukawa-Nakayasu 《Dear》 カテゴリーD　HIxTO『raw-精神と肉体の展覧会-』　撮影：松田ミネタカ カテゴリーD　ソノノチ『たちまちの流』　撮影：脇田友（スピカ）

カテゴリーB　『Tips』展　撮影：三野新
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カテゴリーC　山内朋樹＋池田剛介「変動する庭／変動させる庭」カテゴリーA　MuDA『立ち上がり続けること』　撮影：井上嘉和

　緊急事態が宣言された4月以降、活動機会を
失ったアーティストや文化芸術関連の事業者や従
事者の活動を支えるため「新型コロナウイルス感
染症の影響に伴う京都市文化芸術活動緊急奨励
金」の受付および相談業務を受託しました。また、
ニーズを明らかにするため「京都の芸術家等の活
動状況に関するアンケート調査」を行い、多くの文
化芸術関係者が苦境に立たされている現実を浮
き彫りにしました。
　その後、全国で第2波への懸念が広がりつつ
あった7月末には「京都市文化芸術総合相談窓
口」を開設。専門の相談員も3名配置し、9月末ま
でに300件を超える相談を受けました。主な相談
内容としては先述の緊急奨励金による活動に関す
るもののほか、文化庁が7月から募集を開始した
「文化芸術活動の継続支援事業」の申請にかかる
ものが多数をしめましたが、「海外から帰ってきて
今後の活動について悩んでいる」、「度重なる公
演の延期で苦境に立たされている」など、どこに何

を相談すればいいのかわからずにご連絡をいただ
くこともありました。他にも「高齢者施設で演劇公
演をしたいがどうしたらよいか」や、アーティストで
はなく市民の方から「芸術家を支援したいがどのよ
うに寄付をしたらよいか」といった相談も寄せられ
ています。
　9月20日には「文化芸術関係者向け京都府・京
都市合同相談会」を実施し、60名の相談に応じた
ほか、先述の文化庁事業の「申請書の書き方サ
ポート」相談会を2回実施してきました。今後も個
別あるいはオンライン等での相談会の実施を予定
しています。
　現場のアーティストと文化政策の間をつなぐた
め、京都芸術センターではこれまでの作品創作や
発表の支援に加え、相談窓口として話を伺うこと
によって日々の創作や発表活動に寄り添い、アー
ティストや研究者、テクニカルスタッフなど文化芸
術活動に関わる方 と々協働します。

「京都市文化芸術
総合相談窓口」

20周年記念グッズ紹介

● ステッカー…200円
● ノート…400円
● ［数量限定］ピンバッジ…1,300円
● 風呂敷（赤・青）…1,200円
※すべて税込

販売 ： 京都芸術センター窓口
（10:00－20:00）

京都芸術センター開設20周年を記念し、オリジナルグッズを作成しました。
窓口にて販売しておりますので、お手に取ってご覧ください。

アートの現場を支える

京都芸術センターは、これまで制作支援事業
やCo-program、アーティスト・イン・レジデ
ンスなど様々な形で、アーティストを支援して
きました。現在は新型コロナウイルス感染症
拡大にともない打撃を受けたアーティストらに
対してこれまでとは異なる形の支援を京都市
と共に行っています。

「文化芸術関係者向け京都府・京都市合同相談会」（9月20日（日））の様子

［関連情報］
感染症拡大防止と文化芸術活動の
両立支援補助金
文化芸術関係者の活動再開・継続を支援する
ため「A.施設使用料や付帯設備使用料」、「B.感
染拡大防止に必要となる経費」を対象に、補助
金を交付します。
受付期間：
　2020年10月19日（月）－2021年2月28日（日）
　※予算の上限に達し次第、受付を終了します。
　※詳細はウェブサイトをご確認ください。
　https://www.knt-ks.co.jp/ec/2020/kyoto_subsidy/
「両立支援補助金」係
E-mail : ryoritsu@kyotoartsupport.com
TEL：075-213-0213（平日10:00－17:00）

京都市文化芸術総合相談窓口
E-mail ： ask@kyotoartsupport.com
TEL ： 075-252-2162（10:00－18:00）
※京都芸術センター臨時休館日・年末年始休館日を除く
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『影を刺す光―三嶽伊紗+守屋友樹 展』
オブジェや映像で「存在」を問い直す作品を制作する三嶽と、写真を
ベースに活動する若手作家・守屋による展覧会。
10月10日（土）－11月29日（日）10:00－20:00 ※入場無料、11月16日（月）

休廊 ギャラリー北・南 三嶽伊紗、守屋友樹

和田ながら「わたしたちのフリーハンドなアトラス」報告会
Co-program 2019 カテゴリーC採択企画。昨年度実施された、演
出家・和田ながらによるリサーチプロジェクト。「地図と/を遊ぶ」を
キーワードに様々なバックグラウンドをもつメンバーと共にプロジェ
クトを実施してきました。家成俊勝氏をトークゲストに招き、１年間
かけて行ったリサーチのこれまでを振り返り、今後の展望について
迫ります！
11月7日（土）14:00－16:00 講堂 和田ながら、「わたしたち

のフリーハンドなアトラス」リサーチメンバー ●トークゲスト：家成
俊勝（dot architects） 無料 30名 ※要事前申込

跳ぶ前に聞け！
講演会「初期友禅の歴史とその魅力（仮）」

染色やデザイン、工芸に関心のある方を対象に、初期友禅の魅力
や歴史的な背景についての講演会を開催します。
11月8日（日）13:00－16:30（予定） 講堂 ●講師：河上繁樹、

髙木香奈子 無料 70名 ※要事前申込

休館日

今村達紀『Echo軌響躍 7th』
Co-program 2020 カテゴリーD採択企画。複数のソロパフォーマー
による音楽とペイントとダンスの実験的即興。
11月28日（土）19:00、29日（日）14:00 フリースペース 前

売2,500円／当日3,000円 E-mail：imamuratatsunori@
gmail.com TEL：080-5661-6302(今村） ※P3もご覧ください

ポートフォリオ作成サポートプログラム参加者募集
アーティストの活動資料であるポートフォリオの作成をサポートするプログ
ラムを実施します。京都芸術センターと一緒に、自身の活動を振り返り
ポートフォリオを作成するアーティストを募集します。
●対象：アーティスト（個人・団体／美術、音楽、ダンス、演劇等分野は不問） ※居
住・活動拠点不問 ●応募条件：アーティストとして活動をはじめて概ね10年
未満の方。今後公募プログラム、レジデンス、助成金などに申請を考えて
いる方。サポート期間中に複数回のヒアリングや意見交換などに参加でき
る方。 ●サポート期間：2020年12月－2021年3月末 ●サポート内容：
活動コンセプトやレイアウト、翻訳などのアドバイス ●募集人数：若干名 
無料 ●応募受付：11月1日（日）－30日（月） ※12月中に審査結果を応募者

全員にメールで通知 ※詳細・応募先は京都芸術センターウェブサイトをご確認ください。

【KYOTO EXPERIMENT 京都国際舞台芸術祭 2021 SPRING】
芸術祭開催期間：2021年2月3日（水）－3月28日（日）

ボランティア募集
フェスティバルの運営を支えるボランティアスタッフを募集します。「舞台
芸術の裏側に触れてみたい!」「アートをもっと身近に感じたい」「舞台芸
術に携わる人たちに会ってみたい」という方など、大歓迎！
●応募条件：18歳以上、4回以上参加できる方、ほか ●応募締切：
12月25日（金）必着

短期インターンシップ募集
運営事務局での短期インターンシップを募集します。「舞台芸術の現
場を知りたい、近くで関わりたい」「将来アートに関わる仕事に就きたい」
「アーティストや作品制作のサポートをしたい」など、熱意を持ち主体的
に取り組んでくださる方のご応募をお待ちしております。
●研修期間：2021年１月中旬－3月末のうち、7日間以上 ●内容：公
式プログラムの中の1～2作品に担当インターンとして所属 ●応募締
切：12月11日（金）必着

［関連企画］アートボランティア・インターン　オンライン講座
KYOTO EXPERIMENT運営スタッフを中心に、京都を拠点に活躍する
アーティストや舞台芸術制作者などが、舞台芸術の現場の現状やこれ
からの課題などについて、幅広くお話しします。
11月4日（水）、25日（水）、12月9日（水）18:00 オンライン開催 

無料 ※要事前申込 ●企画・運営：ARTCABINET ●協力：KYOTO 
EXPERIMENT

詳細・応募方法は公式ウェブサイト（https://kyoto-ex.jp）にてご確認ください。
問合せ：京都国際舞台芸術祭実行委員会 KYOTO EXPERIMENT事務
局 〒604-0862 京都市中京区少将井町229-2第7長谷ビル6F E-mail：
info@kyoto-ex.jp TEL：075-213-5839（受付時間：平日11:00－19:00）

第260回 市民狂言会
12月4日（金）開場18:00 開演19:00 京都観世会館（左京区） 萩大
名、長光、小舞（福の神、景清、京童）、貰聟 茂山七五三、あきら、千三
郎、千五郎 ほか 前売3,000円／当日3,500円 ※全席指定 ●チケット
取扱：京都芸術センター、チケットぴあ（Pコード：502-352） 京都市

O p e n  C a l l ［募集］

T i c k e t ［チケット］

堀内 恵『記憶と現象 －感情と光の相互性/光のサンプリング－』
写真と映像パフォーマンスによって構成された作品展示。
10月31日（日）－11月3日（火）13:00－20:00 河岸ホテル B1ギャラ

リー（下京区） 入場無料 堀内 恵 TEL：090-3842-5465 E-mail：
j1j179720@gmail.com WEB：https://www.meg01ch1.com/ 

城下浩伺『FOCUS Koji Shiroshita Exhibition』
美術作家・城下浩伺の新作展。地元京都では初の個展。
11月11日（水）－12月6日（日）12:00－19:00 KOUSAGISHA 

GALLERY（左京区） 無料 TEL：075-757-7978(城下） E-mail：
info@koji-shiroshita.com WEB：https://koji-shiroshita.com

neji&co.『Sign』
手話や信号など様 な々サインをモチーフにしたダンス作品。ゲストに梅田哲也。
11月20日（金）、21日（土）19:00、22日（日）15:00 THEATRE E9 

KYOTO（南区） 一般3,000円／U25 2,000円（前売・当日共）、18歳以
下無料 neji&co. E-mail：nejiandco.kyoto@gmail.com WEB：
https://askyoto.or.jp/e9/ticket/20201120

制 作 支 援 事 業 （制作室使用者による公演・展覧会）

図書室休室日：11月30日（月）

※10/14時点での情報を掲載しています。開催状況はウェブサイトにてご確認ください。 

Co-programカテゴリーD「KACセレクション」では、京都芸術センターにおいて発表する演劇、ダンス、音楽、伝統芸能などの公演プランを募集しています。
本番という機会を提供することで、団体／個人の成長を支援しています。今年度に開催するプログラムを紹介します。　

今村達紀『Echo軌響躍 7th』
複数のソロパフォーマーによる音楽とペイントとダンスの実験的即興。 描く軌跡、音
の響き、身体の躍動が重なりあい、あらわれると同時に消えて行く痕跡、反響、或い
は光と影。その時その場所でしかとらえられないそれらをEchoと呼ぶ事にする。
即興とは何なのか？ それを話す人の数だけ即興の形がある。けれど、本当は形はな
い。即興が行われた場所と時間から離れれば離れるほど、まるで形のあるもののよう
にたくさんの言葉で語られる。即興が行われた場所には、何者でもない何かがただあ
るだけ。それは現象に近くて、現象と現象は響きあう。響きはうねりとなってそこに現
れる。と書いてみたけれど、これは即興から離れた場所で書かれた言葉でしかない。
即興が行われる場所に何があるのか京都芸術センターでご覧ください。
11月28日（土）19:00、29日（日）14:00 フリースペース 前売2,500円／当日

3,000円 ●主催・予約・問合せ：今村達紀 E-mail：imamuratatsunori@gmail.com

劇団速度『わたしが観客であるとき』
2020年3月、新型コロナウイルスの影響を受け延期となった舞台作品の代わりに、コ
ンセプトはそのまま京都府内各所にてゲリラ的にパフォーマンスを展開し、映像配信
することにした。『景観と風景、その光景(ランドスケープとしての字幕)』という作品。ポータ
ブルな字幕再生装置を自作し、移動しながら言葉と行為を都市の中に紛れ込ませて
いった。その光景の中には、通勤する人、買い物する人、観光する人、遊ぶ人などと
ともに、演じる人の姿が映り込んでいる。行為や環境を名指す言葉は、何くわぬ顔で
多くの人々を巻き込み、強制的に大きな規範へと同期させていく。そんなことを3月初
旬に感じていた。それから状況が変わりに変わり、変わることにすら慣れて、なんだか
ずっと途中にいるような、そんな気分が続いている。そして、12月。そんな現実に応答
するような行為と言葉を組み立てて、途中にいるわたしたちの間に紛れ込ませる、そ
んな上演をしようと思う。
12月18日（金）－20日（日） フリースペース（予定）

Co-program 2020 カテゴリーD 「KACセレクション」

今村達紀（いまむら・たつのり）
市坪出身、吉祥院在住。 大学から演劇をはじめその延長で踊りをはじめる。 劇場、
教会、寺、バー、ライブハウスなど様々な場所で踊る。 ある音楽家にいわせると、「光
の射す厨房で和菓子を丹精につくっているような」ダンスを踊る。

Profi le

ゴーダ企画
『SYNTHESE -DRAG meets CONTEMPORARY- 』
コンテンポラリーダンスの進化と普及をめざすコレクティブカンパニー「ゴーダ企画」が
おくる、世界初・コンテンポラリーダンサーとドラァグクイーンのコラボレート。2つの異
なるジャンルが融合する瞬間を是非ともお見逃しなく!!
2021年1月10日（日） 講堂 ゴーダ企画 E-mail：godakikaku@

gmail.com

ゴーダ企画
コンテンポラリーダンサーの合田有紀と野村香子を中心として京都を拠点に活動。
2017年よりジャンルを超えた様々な芸術家とのコラボレーションを展開中。
WEB：https://goda-kikaku.jimdofree.com/  

Profi le

アンサンブル・ゾネ ダンス公演
大野一雄、大野慶人原作『睡蓮』アンサンブル・ゾネ
版『Song of Innocence 無垢なるうた』
舞踏家 大野一雄、大野慶人原作『睡蓮』に感応し、創
作した岡登志子振付作品。踊りとは何か、踊りの持つ
力を追求し、時代を超えた身体表現の可能性を問いか
ける。
2021年1月22日（金）－24日（日） 講堂 ●美

術：梶 なゝ 子 ●照明：岩村原太 垣尾優、堤
悠輔、福岡まな実、アンサンブル・ゾネ

Ensemble Sonne （アンサンブル・ゾネ）
1993年設立。神戸を拠点に活動するダンスカンパニー。
ドイツ表現主義で培われたダンスメソッドを基礎に身体
訓練を行いながら独自の創作活動を継続している。

Profi le

BARACKE演劇公演『イグレーヌ・バリエーション』
～コロナウイルス感染下に、私たちはいかに『タンタ
ジールの死』を読むか?～
モーリス・メーテルランクの『タンタジールの死』におい
て、コロナ禍の生活というフィルターを通して“大切な家
族の死”と向き合った新たな解釈に挑む意欲作。原文の
翻訳は出演者が手掛ける。
2021年2月26日（金）19:00、27日（土）14:00★

／18:00、28日（日）14:00★ ※★終演後に過去の上
演作品の上映会＆レクチャーを予定 講堂

BARACKE （バラック）
BARACKEとは「仮設の建物」という意味です。特定のメ
ンバーを持たず、舞台芸術に関わるあらゆる研究と実
践を求める芸術家に開かれた、立ち上げては壊すを繰
り返す創作の場です。

Profi le

JCDN『ダンスでいこう！！2020年度報告会』＋
『KYOTO CHOREOGRAPHY AWARD 2020』
振付家育成事業「ダンスでいこう！！」の新プログラムと
して若手振付家のためのアワードを創設、最終選考に
残った6組の公演＆ディスカッションを行う（応募締切は11
月29日）。2020年に全国で行われる振付家育成事業の
報告会も同時開催。
2021年3月11日（木）、12日（金） 講堂など

JCDN
NPO法人ジャパン・コンテンポラリーダンス・ネットワー
ク。2001年京都にて設立。全国のアーティスト・評論
家・企業などダンスに関わる個人・団体のネットワーク型
NPOとして、ワークショップ・公演のコーディネートなど、
日本全国で社会とダンスをつなぐ活動を行う。2015年
「京都市芸術振興賞」受賞。

Profi le

Cosmo Projekt
『Duoの試み Saxophone 井上ハルカ × Percussion 西岡まり子』
毎回好評を得ているCosmo Projekt企画。今回はSax奏者・井上ハルカと打楽器奏
者・西岡まり子が誘うSaxと打楽器の世界。フィリップ・ルルー、ルイス・ナオン、 シモン・
ステン＝アナーセン、松宮圭太、山本和智といった今まさに円熟期を迎えている作曲
家たちによるデュオや独奏作品を演奏する。
2021年1月16日（土）18:30 講堂

Cosmo Projekt （コスモプロジェクト）
新作委嘱含む特色あるリサイタルを開催、意欲的に現代音楽に取り組むSax奏者井
上ハルカ×サントリーサマーフェスティバル2020にて読売日本交響楽団と協奏曲初演
など活動を拡げる打楽器奏者西岡まり子によるデュオ。

Profi le

劇団速度（げきだんそくど）
2016年から京都を拠点に活動を開始。現在、演出家、陶芸家、俳優などが所属して
いる。扱う素材やメディアがそれぞれに異なるメンバー間の対話を軸に、世界を分節
する新たな視点や、上演という時空間でしか成り立ちえない表現を追求している。   

Profi le

photo by kojohn!

『景観と風景、その光景(ランドスケープとしての字幕)』

各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）
催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、TEL、FAXで事前にお申込
ください。チケット窓口でも受け付けます。
※各種年齢別・学生料金は要証明書呈示
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交通案内
●市営地下鉄烏丸線「四条」駅／阪急京都線「烏丸」駅
　22番出口・24番出口より徒歩5分。
●市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
●ギャラリー・図書室・
　情報コーナー・チケット窓口 10:00－20:00
●カフェ（改装工事のため10月1日まで閉店）
●制作室、事務室 10:00－22:00

休館日　12月28日から1月4日
※設備点検のため臨時休館することがあります

〒604-8156 京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL ： 075-213-1000　FAX ： 075-213-1004
E-mail ： info@kac.or.jp

kyotoartcenter

公式ウェブサイト https://www.kac.or.jp

@Kyoto_artcenter @kyotoartcenter

指定管理者 ： 公益財団法人京都市芸術文化協会

（ロゴデザイン ： 松本久木）

Co-program2021 募集
　京都芸術センターは、ジャンルを問わない若い世
代の芸術家の制作活動の支援を理念の一つに掲げ
ています。多様な挑戦の機会として、京都芸術セン
ターの制作室を創作の場として利用できる「制作支
援事業」や、制作室の提供とロームシアター京都で
の発表がセットになった「KIPPU」、そして今回特集
するCo-program（コープログラム）などがあります。
　その中でも、2017年より始まったCo-program
はアーティストとの連携を強化している点が特徴
で、創作・発表の幅をさらに広げることに注力し、
意欲的な企画を毎年公募しています。募集は支援
内容や分野に応じ、４つの枠─公演を行うカテゴ

リーA「共同制作」、展覧会を行うカテゴリーB「共同
開催」、リサーチやワークショップを行うカテゴリーC
「共同実験」、そして、P3で紹介しているカテゴリー
D「KACセレクション」を設けています。
　カテゴリーA、B、Cではアーティストのアイデアを
形にするために、企画段階からディスカッションを重
ね、京都芸術センターは運営や実施に至るまで伴走
します。その協働の方法はアーティストや企画によっ
て様々で、稽古や試作の段階で意見交換を行った
り、制作過程で行き詰まったときの相談相手になる
など、その都度アレンジして取り組んでいます。
　発表に注力して取り組みたい方はカテゴリーA、

Bに応募し、実験的な取り組みを行いたい方や興
味のあるテーマをより深くリサーチしたい方は、カテ
ゴリーCに応募することで集中的に取り組めます。
そこでの成果を踏まえ、次年度以降にカテゴリーA、
Bに応募することもできます。カテゴリーDは、作品
のプランが明確で、かつ発表会場が京都芸術セン
ターでなければならないと考えられる企画を積極的
に採択しています。
　各カテゴリーの具体的な支援内容や応募方法に
ついては、ウェブサイトをご覧ください。皆様からの
意欲的で熱いプランをお待ちしています！
※2021年度募集要項は11月上旬公開予定

最新情報はウェブサイトでご確認ください。

カテゴリーB　TRA-TRAVEL『ポストLCC時代の　　』
Mark Salvatus 《Pressure with Pleasure》

カテゴリーB　TRA-TRAVEL『ポストLCC時代の　　』
Yukawa-Nakayasu 《Dear》 カテゴリーD　HIxTO『raw-精神と肉体の展覧会-』　撮影：松田ミネタカ カテゴリーD　ソノノチ『たちまちの流』　撮影：脇田友（スピカ）

カテゴリーB　『Tips』展　撮影：三野新

1
カテゴリーC　山内朋樹＋池田剛介「変動する庭／変動させる庭」カテゴリーA　MuDA『立ち上がり続けること』　撮影：井上嘉和

　緊急事態が宣言された4月以降、活動機会を
失ったアーティストや文化芸術関連の事業者や従
事者の活動を支えるため「新型コロナウイルス感
染症の影響に伴う京都市文化芸術活動緊急奨励
金」の受付および相談業務を受託しました。また、
ニーズを明らかにするため「京都の芸術家等の活
動状況に関するアンケート調査」を行い、多くの文
化芸術関係者が苦境に立たされている現実を浮
き彫りにしました。
　その後、全国で第2波への懸念が広がりつつ
あった7月末には「京都市文化芸術総合相談窓
口」を開設。専門の相談員も3名配置し、9月末ま
でに300件を超える相談を受けました。主な相談
内容としては先述の緊急奨励金による活動に関す
るもののほか、文化庁が7月から募集を開始した
「文化芸術活動の継続支援事業」の申請にかかる
ものが多数をしめましたが、「海外から帰ってきて
今後の活動について悩んでいる」、「度重なる公
演の延期で苦境に立たされている」など、どこに何

を相談すればいいのかわからずにご連絡をいただ
くこともありました。他にも「高齢者施設で演劇公
演をしたいがどうしたらよいか」や、アーティストで
はなく市民の方から「芸術家を支援したいがどのよ
うに寄付をしたらよいか」といった相談も寄せられ
ています。
　9月20日には「文化芸術関係者向け京都府・京
都市合同相談会」を実施し、60名の相談に応じた
ほか、先述の文化庁事業の「申請書の書き方サ
ポート」相談会を2回実施してきました。今後も個
別あるいはオンライン等での相談会の実施を予定
しています。
　現場のアーティストと文化政策の間をつなぐた
め、京都芸術センターではこれまでの作品創作や
発表の支援に加え、相談窓口として話を伺うこと
によって日々の創作や発表活動に寄り添い、アー
ティストや研究者、テクニカルスタッフなど文化芸
術活動に関わる方 と々協働します。

「京都市文化芸術
総合相談窓口」

20周年記念グッズ紹介

● ステッカー…200円
● ノート…400円
● ［数量限定］ピンバッジ…1,300円
● 風呂敷（赤・青）…1,200円
※すべて税込

販売 ： 京都芸術センター窓口
（10:00－20:00）

京都芸術センター開設20周年を記念し、オリジナルグッズを作成しました。
窓口にて販売しておりますので、お手に取ってご覧ください。

アートの現場を支える

京都芸術センターは、これまで制作支援事業
やCo-program、アーティスト・イン・レジデ
ンスなど様々な形で、アーティストを支援して
きました。現在は新型コロナウイルス感染症
拡大にともない打撃を受けたアーティストらに
対してこれまでとは異なる形の支援を京都市
と共に行っています。

「文化芸術関係者向け京都府・京都市合同相談会」（9月20日（日））の様子

［関連情報］
感染症拡大防止と文化芸術活動の
両立支援補助金
文化芸術関係者の活動再開・継続を支援する
ため「A.施設使用料や付帯設備使用料」、「B.感
染拡大防止に必要となる経費」を対象に、補助
金を交付します。
受付期間：
　2020年10月19日（月）－2021年2月28日（日）
　※予算の上限に達し次第、受付を終了します。
　※詳細はウェブサイトをご確認ください。
　https://www.knt-ks.co.jp/ec/2020/kyoto_subsidy/
「両立支援補助金」係
E-mail : ryoritsu@kyotoartsupport.com
TEL：075-213-0213（平日10:00－17:00）

京都市文化芸術総合相談窓口
E-mail ： ask@kyotoartsupport.com
TEL ： 075-252-2162（10:00－18:00）
※京都芸術センター臨時休館日・年末年始休館日を除く


